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れから、日本社会の特徴を述べていくが、そのために、 「タテ J と「ヨコ J という概念を




初めに、 f タテ J と「ヨコ j のそれぞれの社会の作られ方を理解するために、様々な




「場 j と「枠J とを比べると、日本では「場J の方が社会的に集団構成とその認識に




則は『タテ J の組織と呼ばれている．クリストファーも”The Japanese Mind ”という本に
” The most important aspect of social status in Japan : it is acquired not by inｭ
dividual achievement , but by group affiliation. ”と書いている。とれは「場 j に直
接関係している．すなわち、日本で、重要なことは「枠j つまり個々人の能力よりも、む
しろ『場j つまりどの集団に属しているかということである．
日本人が家の外へ出て行き、位置づけられる場合には、 「枠 J より『場」が優先する
のである．このことから、 「リーダーはつねに一人に限られる」という日本独特の概念が
理解できる．それから、日本の生活の基準について、社会的に階級が必要であろう．との
階級の生活により、 『タテ J の関係は機能をもっ．それが、集団構成員の結合の構造概念































てしまうのである．集団の中の地位は日本人にとって大切な『親分j と『子分 j の関係を
作らせることができる。本質的に、伝統的な「親分」・「子分 J の関係というのは「母と
子」・ f家主と借家人 j などのような依存する関係である．つまり、 「タテ』機造は毎日
の生活に浸透しているのである．とれはベネディクトの「すべてのものをあるべき場所に



















その重要な概念とは土居健郎が提唱した「甘え j と「表と裏 J という概念である．本質的
に『甘え j という意味は本来乳幼児の母親に対する感情と受身的愛情希求であり、人聞に
とって親子の関係を離れ、客観的な現実の世界の生活、つまり社会生活に入る乙とに不本
意をなものである。いいかえれば、 「甘え J は第一義的に欲求的な性質を持ち、その底面
に本能的なものが存在する感情である。 「甘え J は日本人の心理にのみ見られると考えら
れているが、外国の社会にもないわけではない。しかし、 「甘え」という言葉が日本語独
特であるために、日本社会で発達し、はっきりと表されているのだろう。同時に、上記の

















ものにする．このことから、 「甘え j は相手との一体感を求めることであるととが分かる。
「甘え j の基礎が親子の関係だと考えると、どうして成人でさえも子供の心理を持つ
のかと考えるだろう．つまり、 f甘え j の感情は大人になるまでも持ち続けられるので、
周囲の人々や現実に対する態度が「甘え」構造を通して作られるようになる。 ζ のような
ととが起きるのは「裏」と「表j が「甘え J の主要な概念であるからだと私は思っている。
『裏 j と「表 j には、 f本音・建て前・内・外j などが属している。簡単にいえば、
「表 j は現れて、見ることができ、日本人はよく「表は顔」と言われている。 「裏 J は自
に見えず、隠されている ζ とだと考えられている。 「内」と「外 J というととは説明が必




団が存在することを暗示している。とれに対して、 「本音 j というのは集団に属する個人
が、 「建て前」に合意はするものの、それとは別に、 「建て前 j の背後で持っている思惑
のことである。それに「建て前」は「表 j に現れているが、 『本音」は「裏j に隠れてい
る．日本社会は「表J と『裏」に基づく。従って、 『本音 j も『建て前 j も含まれている。
言い換えれば、日本人が人格的に完成されるというととは、 f表 J と「裏 J がうまく使い
分けられるかどうかにかかっている．それから、日本人は生涯を通じて『表j と f裏 j と
の矛盾を最小限に抑圧し、 『外 j の人に「裏」を表さないようにする。要するに、日本人
の人間関係は相手に対してどれくらい「甘え」うるのかによって決定される． 「甘え j の
レベルが高いほど「内 J または「裏」が表出され、 「本音 j を表すことのなる．
日本社会において「甘える j ために『表 J と「裏 j が起こる例は日本人の意見の相違





















テ j 社会が設定されるようになり、階級制度が確立されている。結果の一つは、 「タテ」




重要なととは、 「タテ j の概念はそれだけが独立して存在しているわ付でもなく、日
本人の心理を理解する唯一の鍵概念というわけでもないということである。日本の社会構
造は「甘え J ・『表 j ・『裏 J の心理を許容するようにできあがっているのである。 『甘















のような概念の基盤として作られる「タテ j 社会との直接の関係を表している。 「甘え j
f 内 J ・「本音j などのような日本語独特の言葉を理解する ζ とを通して、日本人の心
理を理解することは他と異なる日本社会に独特な属性を明らかにするととにつながる。日








とのような階層が生まれるのは、 「タテ j の構造の影響でもあり、機能を果たすため
に必要な「甘え J .『表 J • r 裏 j という概念の影響でもある。との階層制度の一つの結
果が敬語というわけである。敬語というのは「甘え j ・「表 j ・「裏 J という概念と調和
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